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現行の高等学校学習指導要領が実施されてはや9年になる。そして，やがて改正の時期を迎
えようと している。 一方，大学における教授法に関しでも， 義務教育及び高等学校程，指導法
に関して論議されたり，研究会が行なわれたりする事はないが，最近特にこれらに関する声を
聞く様になって来た。この様な中で，前回（昭和62年度）旧課程と新課程とで入学して来た学
生の授業の理解度に若干の差がある様に感じられた為に，過去3ヶ年の高等学校時保健体育科
目の履習状況について調査しその一部を発表致したが，今回も引続き同一課題でその後の3ヶ
年について傾向を知り，いかに活用すべきかを考え継続調査を進めて来た次第である。
短大2ヶ年で，与え得る資格に，少しでも内容のある専門知識を教授しようと考えれば，如
何に無駄のない時間と内容を整えるべきか，我々に課された大きな問題でもある。
特に保健体育科に進学した学生が，これらに係る専門科目を学ぶとき，高いレベルと，豊富
な内容が盛られている高等学校の保健体育科目を基礎とする事は云うに及ばない。しかし，現
実には，よくいわれる主要教科については，大学入試との係りもあってか全単元に亘って高い
履習状況にある様であるが，入試と直接関係のない教科については必ずしも高い履習状況とは
いえない様である。そこで，前回の3ヶ年と今回の3ヶ年でどの様な履習状況にあるかを目通
しながら講義を進めるにあたっての対策を考えたいと思った訳である。 あく迄も現状把握で
あって，高等学校への中傷で・はない事をお断りしておき，以下に，3ヶ年の傾向について報告
を致す次第である。
E 調査方法
前回に引きつづき，昭和63年度，平成元年度，同2年度の3ヶ年に亘って，本学保健体育科
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（体育コー ス，養護教諭コース）に入学した学生について，各年度共， 入学式後のオリエンテー
ション時に，別紙調査票によってアンケー卜調査を行なった。
1 .調査日
各年度共，入学式後のオリエンテーション時で，コースごと教室で一斉に実施，期日は4月
10日～20日の間で，時間は，基礎的練習問題も含めて約50分程度で行なった。
2.対象及び人数
各年度保健体育科入学生を対象
昭和63年度 体育コー ス 117名
養護教諭コース 204名
平成元年度体育コ スー 124名
養護教諭コース 192名
平成2年度 体育コース 126名
養護教諭コース 209名
3. 目 的
保健体育に係る専門課程を学ぶに当り，2ヶ年という短期間で， 如伺に効果的な議議内容を
考えるか。その為の，基礎的能力としての，高等学校時における，保健体育科目の履習状況を
把握する事により，効果的な教授法を模索致す事と，学習指導要領の改訂に伴い， 各領域及び
分野でのとり扱い，年度による内容の変動等を調査する事を目的とした。
4.方法
別紙調査票により項目別手集計。各項目共， 実数及び，全体比%で表示した。
m 調査結果及び考察
1.基本調査
(1）本学進学者の出身高等学校（表1) 
本学進学者の設立学校種別では，各年度共体育コースでは，平均73%，養護教諭コースでは，
平均88%が公立高校 （県立，道立，市町村立）の出身者となっている。 前回に比すと，体育コー
スで約3%，養護教諭コースで約 6%の減となっている。因みに， 全道の高等学校数は，平成
2年度で340校 （平成元年度341校内公立高等学校287校 （市町村立44校含）で，私立高等学校
54校となっている。＝道教委調べ）で，全体に
対する公立高等学校の割合は84.1%となってい
る。これらからみると，本学への進学割合は，
平均的に入学していると云える。
(2）本学への進学意志決定時期（表2)
進学の意志決定時期は，当然の事ながら高校
3年次に多い。体育コースでは，公立出身者の
表1 調査対象学生出身学校一覧
（下段単位． %）
コー ス イ本 育 養 護 教 諭
学校種別 公立 私 立 公 立 私 立
昭63年度 82 35 177 27 70.0 86. 7 
平元年度 90 34 166 26 72.5 86 .4 
。2年度 96 30 194 15 76.1 92.8 
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表2 進学意志決定時期
（下段単位 %） （下段単位 %） 
体 育 コ ス 養護教諭コース
年度
公立 私立
中学高 1高2高3その他中学高1高2高3その他 度年
ノA、 L子r tl 主
中学 高1高2高3その他中学高I高2高3その他
63 
4 10 15 53 。4 5 5 21 。
64 .6 60 63 
12 25 46 86 8 1 4 7 14 1 
25.9 48.5 51.8 
7C 
8 9 14 57 2 5 7 9 13 。
63. 3 38.2 7C 
14 22 34 93 3 2 3 7 13 1 
20.4 58 50 
2 9 10 14 61 2 1 5 4 20 
。
63. 5 66 2 
12 21 51 10.5 5 2 3 5 5 。
26.3 54 .1 33 
約63%が3年次に決定しているが，他の40%弱は高校l年次， 2年次に平均した数でみられる
のが今回の特徴の様にみえる。養護教諭コースでも同様の傾向がみられ， 公私立共に3年次で
50%, 2年次で約23%と意志決定時期が早くなって来ている事が知られる。前回では， 3年次
に約60%であった事からみると，高等学校での進路指導が行き届いている様子が伺える。一方
で，過年度卒者が予備校で意志決定をした， 又は，就職してから進学意識を持った学生等が前
回よりも増えている事も知らされた。
(3) 高等学校時代の運動部選手としての経験
（表3) 
高等学校における課外活動は，以前に比し全
体的に低調気味であるとの声を耳にしていたが，
本調査による学生の動向をみても，好きな運動
をやり通す気構えが小さくなっている事が知ら
れる。従って，今流の3K （きつい， きたない，
危険＝就職時の職場選びで最も敬遠される職種
年度
63 
7C 
2 
表3 運動部選手と しての経験の有無
（下段単位 %） 
体育コー ス 養護教諭コース
公 立 本よ 立 公 立 私 jl_ 
ない ある ない ある ない ある ない ある
8 74 5 30 85 92 15 12 
90.2 85. 7 51. 9 44.4 
12 78 33 96 70 14 12 
86.6 97 42.1 46.1 
20 76 I 29 102 92 7 8 
79.1 96.6 47 .4 53.3 
と聞くが）に当るクラブの 3K （きつい， きびしい，練習きらい）で敬遠されている様でもあ
る。 体育コースでみると，公立出身者の経験率は年々下り， 20%以上が特意種目を持たない専
攻生となっている。しかし，私立出身者は年々経験者が増え，前回よりも高い率を示している。
一方養護教諭コースでは，公私立共前回同様48%弱で，本コースの特質とする 「健康で活動的
で積極的に児童生徒の中にとびこみ，健康管理を促進出来る養護教諭」の一面を理解されてい
ない事が知られる。これは，同コースの全体的な運動能力面を一般体育実技を指導した面から
みても，年々，体力の低下をみる事が出来る，全国の年齢別体力運動能力，身体機能，発育発
達等 （文部省調べ）より知られる通り，16-18歳がピークであれば，短大入学の頃より下降線
をたどる事になり，先が心配されるものである。
(4）運動部選手経験者の運動種目＝複数回答（表4)
体育コースは約80% （前回より 5%減），養護教諭コース約45% （前回より 3%減）の経験
者の運動種目 （複数種目の経験を含む，例・ 夏＝陸上，冬＝スキー，スケー卜等）は，前回同
様，総数で多い順でみると，バスケッ トボール，バレー ボール，陸上（走 ・跳・投含めて），
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表4 運動部選手経験者の種目別一覧
63 年度 平成元年度 平成 2 年度いと 体育コー ス 養護教諭コー ス 体育コー ス 養護教諭コー ス 体育コ スー 養護教諭コー ス公立 私立公立 私立 公立私立公立 私立 公立私立公立私立
バスケットボール 16 3 12 2 11 9 10 1 15 7 19 1 
バレーボール 16 3 20 2 16 5 12 1 14 1 9 2 
陸 上 7 1 5 2 23 2 7 2 16 1 10 1 
テニス（硬 ・軟） 9 7 8 1 6 4 11 4 7 3 5 2 
ノtドミン トン 8 4 11 。 5 4 6 1 4 5 10 
ソフトボ ール 3 1 4 。 7 3 6 。 2 4 7 。
卓 球 。。11 2 。。 3 。。 1 3 。
ス キ 3 2 。 2 1 2 1 4 2 1 。
実リ 道 7 2 1 。 1 。 2 1 2 。 3 。
水 I永 2 2 1 2 3 1 。。 3 2 。。
柔 道 1 1 。。 4 1 。。 4 。 2 。
弓 道 。。 4 。。。 2 。 2 。 5 。
体 操 。 2 3 。 1 。。 2 3 。
ハンドボール 1 。 2 。。。 2 。 1 。 3 。
空 手 。 1 。。。。。。。 1 1 。
ボ ト 1 
器機 体 操 1 1 
ス ケ ト 1 
フェンシング 1 
アーチェリー 1 
テニス（軟 ・硬），バドミン トン，ソフトボール等々20種目で，前回より 5種目の減であった。
減った種目は，ライフル， 少林寺挙法等，協会，道場等で、行っていた個人種目であった。全体
的には，入学後も活動を続ける意欲のある学生は，減少気味で，本学におけるいくつかのクラ
ブは，体育専攻生以外の他学科からの入部した学生によって支えられている面もある。
(5）運動部に関係なく得意な運動種目の有無について＝複数調査（表5) 
運動部選手としての経験がなくとも，自分に得意とする運動種目があるか否かについて調べ
た処，体育コースでは， 公私立出身者共に約73%が得意なものを有していたが，これを前回に
比してみると，年度によって若干の差があるも
のの， 3-5%の減となっている。体育専攻生
で，約30%弱に得意種目の持たない学生が居る
ことになる。前項の，部活での活動と共に，年々
その率が下る事に，さびしさを感ずる。 一方，
養護教諭コースでは，体育コースとは逆で，63
年より 5- 6%増の65%前後の学生が得意科目
を有している。これは，前回の平均52%に比し
~ 
63 
フE
2 
表5 得意種目の有無
（下段単位： %）
体 育コース 養護教諭コ スー
公 立私 立 公立 私 立
ないあるないある ないある ない ある
20 62 8 27 76 101 11 16 
75.6 77 .1 57 .0 59.2 
24 66 11 23 55 111 8 18 
73.3 67.6 66.8 69.2 
26 70 9 21 73 121 5 10 
72.9 70 62.3 66.6 
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て10-15%の増となっている。 部活に加入しない分，同好的な活動があるものなのか，種目ご
との運動能力，技術（能）分析等で今後の課題と してみたいと思っている。
(6）得意な運動種目一覧（表6)
得意な運動種目を総数の多い種目からみると，前回と全く同順位で，バレーボール，スキー，
バスケットボール，陸上，水泳，バドミントン，球技全般等々23種目に及んでいた。これは，
高校での指導内容，又は，本学への進学をしている高校で，年度によって差程大きく変らない
事が，順位，種目に変動を示さない事になっているのかもしれない。
表6 得意な運動種目一覧
託＼と
63 年度 平成冗年度 平成 2 年度
体育コー ス 養護教諭コー ス 体育コー ス 養護教諭コー ス 体育コー ス 養護教諭コー ス
公立私立公立 私立 公立私立公立私立 公立私立公立私立
パレーボール 13 3 21 4 9 1 30 1 11 4 28 3 
ス キ 8 7 15 3 11 6 20 3 14 8 19 2 
バスケットボール 7 2 14 1 14 3 13 5 2 2 20 
陸 上 6 4 11 1 10 2 12 2 10 1 20 。
水 1氷 5 3 12 2 4 4 13 2 15 3 11 1 
ノf ドミント ン 3 2 8 3 2 1 11 。 4 1 10 2 
球技 ノゴ＼ユ 月支 3 2 9 。 1 1 9 1 4 2 5 。
テニス（硬・軟） 2 2 4 1 2 1 11 。 2 。 8 2 
卓 球 1 。11 1 4 。7 2 。 2 8 。
ソフトボール 4 。7 1 4 。 6 。 3 。 4 
言リ 道 5 1 。 1 。 1 1 。 2 
体 操 1 1 。 4 1 3 。 2 1 。。
ス ケ 一 ト 。。。。 1 2 5 。 2 。 3 。
て7 ツ ト 1 。 3 。 3 。。 1 1 。 3 。
器機 体 操 2 。 2 。 。 1 1 3 。 2 。
ダンス（舞踊） 1 1 。。 1 。。。 3 。。。
サ ‘ノ カ 1 1 。。。 1 。。 1 。 。
ハンドボール 1 。 。。。 1 。 1 。。。
弓 道 。。。。。。 1 。。。 3 。
柔 道 1 1 。。。。。。。。。。
トランポ リン 。。 1 。。。。。。。。。
な わ と び 。。。。。。 1 。。。。。
ノ=1'ニ 種 日 1 。。。。1 。。。。。。
(7) “たばこ”を喫った経験 （表 7)
今回3ヶ年を通してみると，全体的に喫煙経験者は前回より 3-5%の減少を示していた。
この傾向は，前回同様，年度により多少増減があるが，%でみると体育コースでは公立に多く
て私立に少なく，養護教諭コースでは，公立に少く私立に多い傾向がみられた。
これを経験した時期でみると（表8）高校時に多く ，その機会は，学校行事の後（文化祭，
クラス会，仲間とのコンパ等）や，3年生卒業式の後に多かった，この傾向は前回と同様であっ
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た。更に“中学生の頃” と答えたものについて
も機会は同様であった。指導のむづかしさがあ
る様である。その後も喫煙を続け，現在でも習
慣化しているものは，正直に答えた者で57名，
前回の43名に比し14名の増である。全体的には
増加傾向とみる事が出来る。喫煙本数では，1 
日1～ 2本17名（前回3名），3 -4本13名（前
回8名），5 -6本10名（同11名）, 10本一20本
表7 喫煙経験の有無
（下段単位 %） 
父体育コース 養護教諭コース公立私立 公立私立ないある ないある ないあるないある
63 68 14 29 6 149 28 18 9 82.9 82.8 84.1 66.6 
フE 66 24 28 6 145 21 21 5 73.3 82.3 87.3 80. 7 
2 67 29 25 5 163 31 14 1 69.7 83.3 84.0 933 
16名（同9名）……となっていた。女性の喫煙問題について，関係機関からのPRもあるが，
現場にある我 も々，その対策に一考を要する時が来ている様にも思われる。
表8 喫煙経験の時期（人）
63 年度 元年度 2 年度
江と体育コー ス 養護教諭コース 体育コー ス 養護教諭コー ス 体育コー ス 養護教諭コー ス公立私立公立私立 公立私立公立私立 公立私立公立私立
中学生 以前
中学生の頃 4 3 6 4 7 
高校 1年生頃 2 7 3 
ク 2年生。 5 7 1 3 
。3年生 。 3 3 5 9 
(8）飲酒経験について（表9) 
前項の喫煙経験に比し，飲酒経験は前回も同
様であるが，かなり高い率を示している。この
中には，正月・誕生日等に，口にした程度のも
のは除いている。何れにしても，これ程早い時
期からアルコールを口にするのは驚ろきである。
マスコミでは，“小学生が酒盛りを．／” 等特殊
な例として報道される事もあるが，実情は考え
1 
2 
1 
~ 
63 
JC 
2 
3 2 8 2 8 1 
3 4 2 
8 1 7 1 6 
4 3 3 9 
表9 飲酒経験の有無
（下段単位 %） 
体育コース 養護教諭コー ス
公立私立 公 立 私 立
ないあるないある ないあるないある
30 52 16 19 68 109 7 20 
63.4 54.3 61.6 74.0 
23 67 1 23 64 102 4 22 
74.4 67 .6 61.4 84.6 
25 71 12 18 73 121 7 8 
72.9 60 62.3 53.3 
られる程甘いものではない実態をみる思いである。特に，飲酒経験の時期でみても，（表10),
煙草の数を大きく上回り，高校時にその機会が多い。これも，煙草同様，学校諸行事終了後，
友人の家で等々で前回とも同様であった。その後も習慣化しているものは，正直に答えた者で
193名，（前回102名） と90名の増である。その頻度は，1週当り， 4-5日飲む者11名，2-
3日飲む者58名，1日程度103名，その他月に 1- 2度，友達と時々飲む者が20名強と，飲酒
機会の多い事を知る事が出来る。これらの者は氷山の一角（学生を疑うつも りはないが）とみ
ると，煙草同様，もっと多くの数にのぼる事が予想される。
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表10 飲酒経験の時期
63 年 度 フE 年 度 2 年 度kミ体育コース 養護教諭コース 体育コー ス 養護教諭コー ス 体育コー ス 養護教諭コー ス公立 私立 公立 私立 公立
中学 生 以前
中学生の頃 5 3 14 5 5 
高校 1年生頃 5 3 22 1 6 
ク 2年生 ク 8 8 19 4 11 
。 3年生。 23 4 39 4 32 
(9) アルバイトについて（表11)
アルバイ トを行う理由はいろいろあるが，高
等学校での進学相談会で必ず受ける質問の一つ
に 「アルバイトが出来るか？」がある通り， 学
生のアルバイ トをしたい欲求は，必要の是非に
係わらずかなり強い事を知る事が出来る。今回
の調査では，現在も“している”数では，前回
よりも増加している。その職種は，店員（スー
パー，ファーストフード等の販売員）34名，と
前回の 3倍，レジ係12名 （同12名），ウェー ト
私立
2 
8 
7 
: 
63 
フE
2 
公立 私立 公立 私立 公立 私立
3 2 3 5 12 
10 5 6 2 7 3 
21 2 6 7 20 
37 5 29 7 43 2 
表1 アルバイト経験者
（下段単位 %） 
体育 コー ス 養護教諭コー ス
公立私立 公 立私立
ない ιZない tiないとZない ti
81 1 35 。164 13 19 8 
83 7 34 。156 10 23 3 
86 10 28 2 184 10 14 1 
10.4 
レス 9名（前回17名）等々で女性の働く場， （手取り早く，簡単に働ける場）の多い事も知ら
れる。前回にはなかった， 家庭教師，放送局，水道局，遊園地案内，指導員 （水泳，エアロピッ
ク等）にも10名前後と多種に亘っていた。
2.雇修状況調べ
前回同様，高等学校における教科指導内容について，体育実技を除き， “体育理論”と“保健”
の内容について，履習状況を調査した。高等学校学習指導要領（文部省）の内容を，高等学校
で使用の教科書より，単元を追って項目をあげ調査した。使用教科書は，大修館発行の「高等
保健体育」と参照し項目設定を行った。なお，履習状況と理解について，簡単なテストも行なっ
ているが，これらの関係については次回に発表する事とする。
(1）運動の科学的特性， 運動の生理及び医事に関する事項
①運動の生理に関して（表12)
この小単元を，表12の項目通り， 1 ）ー7）の項目にまとめた。この中で，平均して最も高
い履習率を示したのは，5 ）「運動と呼吸，循環器のはたらきjについてで，平成元年度の体
育コース私立出身者，76.4%，同年養護教諭コースの公私立出身者69.2%以外は，ほぼ80%強
の高い率を示している。次いで高いのは，3）「運動と神経のはたらき」についての項で，平
均80%弱の履習率であった。 特に，調査した 3ヶ年の何れの年度に，養護教諭コースが低い履
習状況であった。この傾向は前回とほぼ同様であった。次いで高かったのは7）「運動と疲労 ・
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表12 運動の生理に関して
（下段単位 ．%）
小 63 年 度 フE 年 度 2 年 度
単 項 目 体育コース養護教諭コ スー体育コー ス養護教諭コー ス体育コー ス養護教諭コ スー
7C 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立
1）筋力と瞬発力について 37 20 79 15 34 14 67 16 43 19 88 7 45.1 57.1 44.6 5.5 37.7 41.1 40.3 61. 5 4. 763.3 45.3 46.6 
1 2）筋持久力について 30 15 78 12 30 10 59 15 47 12 72 5 36.5 4.0 4.4 33.3 35.5 57 .6 48.9 40.0 37. l
運 3）運動と神経のはたらきにつ 63 33 135 21 74 29 110 18 70 24 147 11 
動 いて 76.8 94.2 76.3 7. 782.2 85.3 6.2 69.2 72. 9 80.0 75. 7 73.3 
4）運動の習熟について 8 2 22 2 8 3 15 2 9 5 15 3 の
5）運動と呼吸，循環器のはた 67 30 147 23 76 26 115 18 80 23 158 11 
生 らきについて 81. 7 85.7 83.1 85.1 84.4 76.4 69.2 69.2 83.3 76.6 81.4 73.3 
理 6）伊加とエネルギーについ 31 17 83 11 40 17 59 8 44 18 79 6 37 .8 48.6 46.8 40. 74 .4 50.0 35.5 45.8 60.0 40. 740.0 
7）運動と疲労・栄養について 38 19 79 16 47 16 79 12 57 18 95 8 46.3 54.3 4.6 59. 2 52.2 47.0 47.5 46.1 59.3 60.0 48.9 53.3 
栄養に」ついての項で，平均50%弱であったが，前回より も高い率であった。又，前回に高い
率であった， 1 ）「筋力と瞬発力」， 2）「筋持久力」についての二項は，名年度平均して40%
強となっている。しかし， 前回同様，ほとんど履習していないのは， 4）「運動の習熟」につ
いての項で，わずか数%の反応であった。これ程，生涯体育が叫ばれ，日常に運動の必要性が
説かれていながら，体育教育の中で，運動の上達や，技術習得のよろこびを実技，理論の相方
でも教育が不足している実情をみる事が出来た。
② 運動の心理，特性等に関して（表13)
この項に関しては，前回同様全体的に履習状況はよく ない。わづかに， 8）「運動と意欲」
についての項で，平均30%強を示し，すの学生が履習して来たにすぎない。特に，平成2年度
養護教諭コースの私立出身者には，「運動の力学」に係る内容についてほとんど履習していな
い事が知られた。
表13 運動の心理に関して
（下段単位 %） 
63 年 度 7C 年 度 2 年 度
単 項 目 体育コース養護教諭コ スー体育コース養護教諭コ スー体育コース養護教諭コー ス
刀二 公立 私立 公立 私立 公立 私」L 公立 私立 0」L－ 私立 i、，；＇三Y.私立
8）運動と意欲について 26 15 56 10 35 15 36 9 34 10 51 2 
2 9）ノ運て動技能の上達過程につい 13 8 44 8 19 2 20 3 19 7 35 4 
運 10）競走の場における心理的要 13 7 32 4 15 2 19 1 18 3 23 2 
動 因について
11）力学からみた運動について 5 1 12 
。4 1 2 。7 。15 。
の
12）運動と力，重力について 9 7 18 2 14 4 9 3 10 2 20 。’L、
理 13）運動と速度について 15 6 18 
。16 4 6 1 8 1 18 。
14）運動と回転について 6 2 12 12 3 1 2 3 2 13 。
(2）運動の練習法及び運動処方等に関する事項 （表14)
①運動の処方に関して
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この項では，5 ）「運動処方と体力トレーニング」についてと，16）「運動処方の手順」につ
いての二項で調べたが，前回3ヶ年の調査では，前者に各年度共40%前後の履習率であったの
が，今回では平均30%で， 10%も下回っている。一方，後者の方は， 前回同様20%弱と低い履
習状況であった。
②運動処方と体力トレーニングに関して
前項の総論的事項より具体的項目として17）ー20）の4項目をとりあげたが，前項での低さ
と同様ながら年度によって履習率に変動があった。 以下項目ごとにみると，17）「トレーニン
グの基本原則」についてでは，各年度両コース共，公立出身者で20-28%，私立出身者は，全
体数が少くないので，率的には若干高くなっているが，全体的には低率であり，更に前回35%
であった事からみると更に低くなっている。 18）「全身持久力のトレーニングjでは，平成2
年度両コースの公立出身者に30%弱みられるのみで，他はほとんど履習されていない状況であ
る。 19）「筋力，瞬発力， 筋持久力の トレーニングJの項も前回同様の傾向で年度により変動
が大きい事が知られる。20）「調整力のトレーニング」については， ほとんど履習されていな
いと云ってもよい位である。前回調査と同様，専門課程を学ぶ学生に，我々側に相当の教授法
の研究と実践の必要性が求められている様である。
表14 運動処方 ・練習法等に関して
（下段単位：%）
ィ、 63 年 度 JC 年 度 2 年 度
単 項 目 平本育コース養護教諭コ スー体育コース養護教諭コ スー体育コース養護教諭コース
文： 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立
1 15）運動の処方と体力トレ ニー 27 14 65 8 25 6 38 10 31 12 62 5 ングについて 32.9 40.0 36. 729.6 27 .7 17 .6 22.9 38.4 32.2 40.0 31. 9 33.3 
処方運動 16）運動処方の手順について 19 13 48 7 20 5 23 8 23 7 31 3 37 .1 27 .1 25.9 22.2 23.9 15.9 
2 17、） トレーニングの基本原則に 20 14 50 6 15 3 32 7 27 5 61 3 ついて 24.3 40.0 28.2 28.1 31.4 
ニレトl動処方運
18）全身持久力のトレ ニーング 12 6 36 3 9 3 17 4 29 4 41 3 
について 30.2 
筋力 ・瞬発力・筋持久力の 17 10 48 6 18 6 25 6 33 5 50 5 
ンと 19) トレ ニーングについて 17. 6 34.3 25. 7
グ体力 20）調整力のトレ ニーングにつ 9 8 28 6 16 3 11 3 12 1 22 3 
いて
21）運動と練習について 28 8 52 9 25 4 29 4 30 12 46 5 
3 34.1 3.3 27 .7 31. 2 40.0 23. 7
運動
22）各種の運動の特性と練習に 25 11 43 9 2 6 24 3 31 11 38 3 
ついて 30.4 31.4 3.3 24 .4 17 .6 32.2 36.6 19. 5
の 23）ノ運習動法の練習法・全習法と分 10 4 28 5 11 1 11 3 15 3 23 
練習法
等について
24）運動技能の練習と補強運動 14 9 32 6 21 6 24 6 14 4 29 3 
について 17.6 
25）集て中練習と分散練習につい 8 6 21 5 17 1 11 3 13 4 19 。
13.5 
4 ）ウォ ミー ングアップと クー 26 11 51 5 20 4 28 5 26 7 34 2 
※ 26 リングダウンについて 31. 7 31.4 28.8 2.2 16.8 27 .1 17. 5 
（※ トレーニングや運動の練習と健康・安全）
80 東：効果的な教授法を求めて〔E〕
③ 運動の練習法
この項は5項目をとりあげたが， 21）「運動の練習」と， 22）「各種運動の特性と練習」の2
項で各年度共公立出身者に30%強の率がみられ，前回 3ヶ年に比し若干履習が高くなって来て
いるが，しかし，全体のをは履習されていない訳である。特に，「運動の練習法」，「運動技能
の練習と補強運動」，「集中練習と分散練習」の三項では，前項よりも更に低い履習者であった。
更に，④，26）「ウォーミングアップとクーリングダウンJのいわゆる運動の練習に係る健
康と安全の大切な事項であるが，前回は平均25%, 63年度に30%と少し上り，元年度には20%
弱， 2年度も平均20%弱と年ごとに低下気味であった。しかも，実技時の準備運動をみている
と，運動と云う より，目的なく手足をブラブラ動かしているに過ぎず，自覚させる指導をどの
様に考えるか，そこで， 知何に実施させるべきか，健康，安全面を理解させる努力が要求され
ている様な気もしてならない。
(3）現代社会と運動に関する事項（表15)
前回同様，体育理論の最後の単元を 5項目にまとめた。
①体育 ・スポーツからみた現代社会の特徴に関して
この項27）～31）の5項共何れも前回同様20%程度の低履習率であった。特に各年度共私立
出身者に履習率が低いが，平成2年度の養護教諭コース私立出身者には，伺れの項にも履習者
がないとみてよい状況であった。
表15 現代社会と運動に関する事項
（下段単位 %ー）
63 年 度 JC 年 度 2 年 度
単 項 目 体育コー ス養護教諭コー ス体育コース養護教諭コース体育コー ス養護教諭コー ス
フE 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立
1 27）体生育活スポーツからみた現代 10 4 19 3 12 7 14 3 の特徴について 20.5 
みた体育 28）ノ現要代性生に活における体力の重 13 8 40 4 17 7 39 8 
現代社スポ－ 
ついて 20.5 23.4 
29）スポーツに対する考え方に 15 10 30 4 18 7 17 4 
ついて 20.5 
会l 30）ノ我現状が国の体育 ・スポー ツの 15 8 30 4 25 6 15 4 のツ 27 .7 
特徴から
について
31)ノ体的施育・スポー ツ振興の基本 8 3 22 2 14 5 9 
策について
次いで，保健について4単元を小項目に分け，体育理論と同様分析した。
(1）心身の機能に関する内容についての事項（表16)
① 身体の各器官の機能と統合性に関して
24 
25.0 
27 
28.1 
28 
29.1 
25 
16 
私立 公立 私立
8 26 。
13.4 
6 36 2 
8 22 。
9 21 。
4 10 。
32）ー37）の 6項目についてみると，各年度両コース共に比較的高い履習率であった。 中で
も，33）「呼吸器系のはたらきJ,34）「循環器系のはたらきJ,35）「生殖器のはたらき」の 3
項目については，平成元年度学生の80%代の低さを除くと， 63年度，平成2年度共に90%以上
と，ほとんどの高校でよく指導されている事が伺える。しかし， 37）「体温調節にみる各器官
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表16 心身の機能に関する事項
（下段単位 %） 
単 63 年 度 JC 年 度 2 年 度
単 項 目 体育コース 養護教諭コース体育コース陵護教論コー ス 体育コース 養護教諭コース
)G JC N=82 N=35 N =17 N=27 N=90 N=34 N =16 N=26 N=96 N=30 N =194 N=15 
公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立
1 32）身体の構造と機能について 66 25 159 21 65 11 129 22 64 21 155 10 
保 80.4 71.4 89.8 7. 7 72.2 32.3 77.7 84.6 66.6 70.0 79.8 66.6 
体器官身各
33）呼吸器系のはたらきについ 75 32 163 23 78 29 145 22 88 28 174 13 
健 て 91.4 91.4 92.0 85 .1 86.6 85.2 87 .3 84.6 91.6 93.3 89.6 86.6 
編 34）循環器系のはたらきについ 76 32 165 23 77 28 148 21 87 27 176 12 て 92.6 91.4 93.2 85 .1 85.5 82.3 89.1 80. 7 90.6 90.0 90. 780.0 
の 35）生殖器系のはたらきについ 73 30 167 24 79 26 155 22 86 24 186 12 
機能 て 89.2 85.7 94.3 88.8 87. 7 76.4 93.3 84.6 89.5 80.0 95.8 80.0 
と お）？経系と内分泌系のはたら 72 30 156 22 76 30 143 19 78 24 168 12 
統 について 87 .8 85.7 88.1 81.4 84.4 88.2 86 .1 73.0 81.2 80.0 95.8 80.0 I 
↑Z口生込 37）変口温調節にみる各器官の統 54 22 128 17 52 19 102 16 60 17 122 8 
，［.、 について 65.8 62.8 72.3 62.9 57. 7 55.8 61.4 61.5 62.5 56.6 62.8 53.3 
2 38）大脳のなりたちについて 71 25 145 23 72 23 140 19 76 20 160 10 86.5 71.4 81. 9 85.1 80.0 67 .684.3 73.0 79.1 6.6 82.4 66.6 
身野39）大脳辺縁系のはたらきにつ 67 23 133 21 59 16 126 17 69 13 142 10 いて 81. 7 65. 775.1 7. 7 65. 547 .075 .9 65.3 71.8 43.3 73.1 6.6 40）大脳新皮質のはたらきにつ 69 25 141 23 58 22 137 16 73 14 147 10 
いて 84.1 71.4 79.6 85 .1 64.4 64. 7 82.5 61.5 76.0 46.6 75. 766.6 
の 41）欲求とその種類について 76 30 173 12 74 29 156 23 87 27 178 13 
3 92.6 85.7 97. 7 4.4 82.2 85.2 93.9 88 .4 90.6 鈎.091. 7 86.6 
42）欲求の充足について 66 27 160 20 70 25 142 21 80 23 158 11 
欲求と
80.4 77 .1 90.3 74.0 7. 7 73.5 85.5 80. 7 83.3 76.6 81.4 73.3 
機
43）欲求不満と葛藤・耐忍性等 75 26 169 24 77 25 156 22 86 26 176 13 
適 について 91.4 74.2 95.4 88.8 85.5 73.5 93.9 84.6 89.5 86.6 90. 786.6 
応機制、
44）適応機制のいろいろについ 56 12 125 17 55 9 108 10 56 11 133 6 
能 て 68.2 34.2 70.6 62.9 61.1 26.4 65.0 38.4 58.3 36.6 68.5 40.0 
45）適応障害のいろいろについ 60 15 130 18 61 13 111 11 64 16 135 10 
て 73.1 42.8 73.4 66.6 67. 7 38.2 66.8 42.3 66.6 53.3 69.5 6.6 
必）震応障害の防止と精神の健 49 15 120 17 46 13 98 14 56 14 112 11 
について 59. 7 42.8 67. 7 62.9 51.1 38.2 59.0 53.8 58.3 46.6 57. 7 73 .3 
4 47）心身相関のしくみについて 28 10 96 12 33 10 79 8 36 13 85 4 34 .1 54.2 44.4 36. 6 29.4 47 .5 30.7 37. 5 43.3 43.8 26.6 
ド情m司J身心48）青年期の精神と身体につい 65 22 156 22 74 22 136 21 80 23 151 12 
て 79.2 62.8 88.1 81.4 82.2 64. 7 81.9 80.7 83.3 76. 77 .8 80.0 
の統合」については，前回60年度が70%強，61年度60%強，62年度50%強と年々低くなって来
たが，今回では，全体的に60%を示していたが， この単元では最も低い履習状況といえる。
② 大脳と精神機能に関して
38) -40）の3項目でみると，全体的に高い履習状況であるが，年度によって若干の高低が
みられるが，前回同様，両コース共に公立出身者に，80%以上の高い履習がみられた。又， 39)
「大脳辺緑系のはたらきJについては，何れの年度も私立出身者に40%程度の履習状況で，公
立出身者との聞に大きな差がみられた。しかし，前回50%弱と低かった40）「大脳皮質のはた
らき」については，今回は60%を上回る履習率がみられた。
③ 欲求と適応機制について
41）～46）の 6項目についてみると，41）「欲求とその種類J,42）「欲求の充足J,43）「欲
求不満と葛藤，耐忍性Jの 3項に，63年度養護教諭コース私立出身者に44%と低い履習がみら
れたが，他は，80～93%と高い履習状況であった。特に， 42), 43）については，前回よ りも
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高い率でよく指導されている事が伺える。しかし，前回56%前後あった，46）「適応障害の防
止と精神の健康」については，公立で50%強，私立では，体育コースで40%と低く，青年期に
多い適応障害及び，精神衛生に係る教育の不足が前回同様にみられ，今後， これらへの指導の
強化も望まれる処でもある。
④心身の相聞に関して
47）「心身相聞のしくみ」については，前回同様40%弱の低履習率であったが，特に，各年
度両コース共に，私立出身者に20%程度の履習で低さが目立つた。一方，48）「青年期の精神
と身体」については，公立で各年度共に，80%強の高い履習率を示したのに対し， 私立では，
体育コースに60%程度と，公立，私立での差，コースによる差がみられた。
(2）健康と環境に関する事項について（表17)
49）～55）の 7項目でみると，全体的には前回と同じ傾向がみられたが，49）「文明の進歩
と健康問題jでは，平均30%強で前回より若干よくなり，50）「人間活動と自然環境の汚染」
では，60～70%と前回とほぼ同じ，51）「公害と健康問題の発生」及び，52）「大気汚染，水質
汚濁」では前回同様に，80～90%と高い履習率であった。特に，51)については，前回よりも
各年度両コー ス共に80%の高い率を示していた。社会問題として，大きく とりあげられ，関心
を呼ぶ事柄であるからだろうか？54）「自然と人間の係り」も前回より， 各年度にEって大き
く差もなく，40%弱と低い率だが，10%程度履習率があがっていた。55）「生態系の破壊と健康」
については各年度共， 公立に50-60%とほぼ半数の履習がみられたが，私立では，年々履習が
低くなっている様で，その差は，前回よりも大きく なって来ていた。
表17 健康と環境に関する事項
（下段単位 %） 
単 63 年 度 7C 年 度 2 年 度
単 項 目 体育コ スー 養護教諭コー ス体育コース養護教諭コー ス体育コー ス養護教諭コー ス
7C フE 公立 私立公立 私立公立 私立 公立私立公立私立 公立 私立
1 49）文明の進歩と健康問題につ 24 10 63 11 35 10 67 8 34 8 78 5 
] 
健康と社文d明ヱ合ミ、
いて 29.2 28.6 35.5 40. 7 38.8 29.4 40.3 30. 7 35.4 26.6 40.2 3.3 
50）人間活動と自然環境の汚染 61 24 139 21 61 22 124 17 71 21 143 10 
健 について 74.3 68.5 78. 5 7. 767. 7 64. 7 74.7 65.3 73. 970.0 73. 766.6 
康 2 51）公害と健康問題の発生につ 69 26 148 21 78 25 135 20 81 24 166 13 
防－然白
いて 84.1 74.2 83.6 7. 786.6 73. 5 81.3 76.9 84.3 80.0 85.5 86.6 
と 大気染汚染健康，被水害質等汚濁，土壌 75 17 154 22 75 28 139 21 82 26 164 14 
止健康・境環汚染
52）汚と について 91.4 48.5 87 .0 81.4 83.3 82.3 83. 780.7 85.4 86. 6 84.5 93.3 
環 53）公害防止の取り組みについ 47 14 109 17 44 17 98 11 50 14 101 5 
て 57 .340.0 61. 5 62.9 48.8 50.0 59.0 42.3 52.0 46.6 52.0 3.3 
境 3 54）自然、と人間の係わりについ 35 9 76 11 34 15 85 12 42 12 60 2 
康・象自た て 42.6 25. 742.9 40. 7 37. 7 4.1 51.2 46.1 43. 7 40.0 30.9 
55）生態系の破壊と健康につい 54 10 107 14 36 11 93 12 54 9 92 5 言和司健・ て 65.8 28.6 60.4 51.8 40.0 32.3 56.0 46.] 56.2 30.0 47.4 33.3 
(3) 職業と健康に関する事項 （表18)
56）～60）の5項目でみると，全項目共に平均的に履習されている事が読みとれる。これは，
前回とも同じ傾向だが，特に今回の3ヶ年では，各年度共，公立で60%強と平均的で，前回の
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様な項目ごとに，高いところは90%から，低いところで60%と開らきの大きさはみられなかっ
た。しかし，各年度両コース共に，私立出身者に，履習のバラツキがみられ，公立よりも低い
率であった。女子の就労率の高まりと共に，健康との係りの大切さを，その理論的裏づけとし
ても，しっかり教育しておくべき事かと強く感じた。
表18 職業と健康に関する事項
（下段単位：%）
単 63 年 度 フE 年 度 2 年 度
単 項 目 体育コース 養護教諭コース体育コ スー 養護教諭コ」ス体育コース養護教諭コ スー
JC JC 公立 私立 0、」主i可Z- 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立
1 56）職業動病向と労働災害及び災害 63 22 140 20 55 24 125 14 58 14 141 7 皿病聖 の について 76.8 62.8 79.0 74.0 61.1 70.5 75.3 53.8 60.4 46.6 72. 746 .6 
職
管理2安全律生j 
57）、職の場実の安全衛生管理及びそ 53 16 112 18 53 15 108 9 58 10 111 2 
際について 64.6 45.7 63.2 6. 658司84: 1 65.0 34.6 60.4 3 .3 57 .2 
業 55 18 118 16 57 12 111 7 58 14 110 7 
と 58）余暇と健康増進について 67 .0 51.4 66.6 59.2 63.3 35.2 6.8 26.9 60.4 46.6 56. 746.6 
健 3 59、） リハビリテーションとその 46 13 105 12 52 9 102 4 50 9 86 1 
！リ 実際について 56.0 37.1 59.3 4.4 57. 726.4 61.4 52.0 30.0 44.3 康 ン ハョピ
60) 職業病・労働災害と補償等 53 18 127 17 52 15 109 12 61 10 120 7 ンリ
τr について 64.6 51.4 71. 7 62.9 57. 744.1 65 .646 .1 63. 5 33.3 61.8 46.6 
(4）集団の健康に関する事項について （表19)
“保健編”最終単元を3つの小単元に分け，16項目について調査した。
①健康な家庭生活に関して
61）～67）の 7項目についてみると，全体的に履習されている様にみえるが，項目別でみる
と，前回に比し履習率が下っている。 数的にみれば，低い方に平均化されている。文， 各年度
共に私立出身者に履習率の低さがみられた。項目でみると，平均的に高いのは， 64）「受胎調節，
人工妊娠中絶の問題点」 についての項で，公立で各年度共に80%強の履習であったが，私立で
はバラツキが多く， 40～80%となっている。次いで高かったのは， 63）「家族計画及びその意義」
についてで，公立で平均65%，私立では40-70%とバラツキがあるが，公立より低い率を示し
ていた。又，低い方では，61）「家庭生活と健康の問題J,67）「老人保健対策jについてで，
共に40%台，私立では更に低率であった。項目と内容から考えて，「結婚と健康jよりも，「家
族計画J，「受胎調節」，「人工妊娠中絶」等に高い履習率があるのはどう考えたらよいのか。
② 国民の健康水準に関して
68）ー70）の3項目についてみると，傾向としては，前回と同様であったが，前回に高かっ
た，69）「死亡率，平均余命等」については， 63年度より年々履習率が下がって来て，平成2
年度が最も低い履習状況であった。しかし， 70）「疾病の実態等」については，平均的に履習
されているが，各年度共，公立私立に20%以上の差がみられ，考えさせられる一面でもある。
③ 公衆衛生活動と保健医療制度に関して
保健編最終の単元として，71）～76）の6項目についてみると，71）「疾病予防活動等」と，
72）「環境衛生活動等」に，45%程度の履習がみられ，これは前回よりも 5%程低くなっている。
84 東：効果的な教授法を求めて〔E〕
表19 集団の健康に関する事項
（下段単位． %）
単 63 年 度 7C 年 度 2 年 度
単 項 目 体育コー ス 養護教諭コース体育コー ス捜護教諭コー ス 体育コー ス 養護教諭コース
フじ 7C 公立 私立 ノ'.l＇、主L私立 公立 私立公立 私立 公立 私立 公立 私立
61、） 家て庭生活と健康問題につい 34 12 90 14 37 14 76 12 42 10 77 3 
41.4 34.2 50.8 51.8 41.1 41.1 45.7 46.1 43. 7 33.3 39.6 
1 62）結婚と健康について 49 22 122 17 46 17 94 11 62 13 112 4 59.7 62.8 68.9 62.9 51. l 50.0 56.6 42.3 64.5 43.3 57. 7 26.6 
健康 63) 家族計画及びその意義につ
52 20 125 19 57 15 110 12 61 11 127 6 
いて 63.4 57 .1 70.6 70.3 63.3 44. l 66.2 46.1 63.5 36. 6 65.4 40.0 
な 64、）受問胎題調点節・人工妊娠中絶の 71 26 142 24 70 19 122 22 76 21 144 6 
N 庭生家
について 86.5 74.2 80.2 88.8 77. 7 55.8 73.4 84.6 79.1 70.0 74.2 40.0 
65、） 母子保健・その意味と実際 60 19 109 15 51 11 105 15 57 15 118 4 
集 1首 について 73.1 54.2 61. 5 55.5 56.6 32.3 63.2 57.6 59.3 50 .0 60.8 26.6 
66）老人保健について 46 17 98 13 43 12 86 6 56 11 103 2 56.0 48.5 55.3 48.1 47. 7 35.2 51.8 58.3 36.6 53.0 
団 67）老人の健康保持と保健対策 38 12 84 12 39 8 74 8 50 10 83 2 について 46.3 34.2 47.4 44.4 43.3 23.5 44.5 30.7 52.0 3. 3 42. 7 
2 68) 国に民つのい健て康水準と健康指標 43 15 112 14 52 10 80 14 59 13 108 2 
52.4 42.8 63.2 51.8 57. 7 29.4 48.1 53.8 61.4 43.3 55.6 
の康国 69、ノ） 死余命亡等率，に乳つ児い死て亡率，平均 76 29 160 21 78 21 131 19 82 20 163 9 
準水民の 92.6 82 .8 90.3 77. 7 86.6 61. 7 78.9 73.0 85.4 66.6 84.0 60.0 
70、） 疾病の実態とその推移につ 43 13 102 9 43 12 84 8 55 10 93 5 
健 健 いて 52.4 37 .1 57.6 33.3 47. 7 35. 2 50.6 30.7 57 .3 33.3 47 .9 33.3 
71）疾病予防活動について 38 15 103 10 41 12 71 8 46 10 90 4 46.3 42.8 58.1 37 .0 45. 5 35.2 42.7 30.7 47.9 33.3 46.4 26.6 
3 34 18 102 12 40 14 73 7 50 13 93 7 康 72）環境衛生活動について
骨健医療蹴衛生衆ム
41.4 51.4 57.6 44.4 44.4 41.1 43.9 52.0 43.3 47 .9 46.6 
73）栄養改善活動について 13 8 40 6 24 10 37 4 24 7 47 2 15 .8 22.2 26.6 29.4 22.2 23.3 
74）食品衛生について 29 15 63 9 29 16 48 5 31 10 60 2 35.3 42.8 35,5 33.3 32 .2 47 .o28.9 33.3 30.9 
34 20 92 10 26 12 66 10 47 11 88 4 と75）保健，医療の制度について 41.4 57 .1 51.9 37 .0 28.8 35.2 39.7 38.4 48.9 36 .6 45.3 26.6 
76）保健に関する国際協力につ 27 15 67 9 20 9 51 5 35 7 64 3 
いて 32.9 42.8 37.8 33.3 22.2 26.4 30.7 36.4 23.3 32.9 
特に， 73)r栄養改善活動」， 74）「食品衛生」， 76）「保健の国際協力j等々 は， 前回よりも低
い履習履習状況であった。最後の単元という事で，時間もなくとばしてしまう事になるのか，
伺れにしても，個人から集団社会へ，更に国際社会における保健 ・健康という事で，“総まとめ”
のほしい単元である。
VI ま と め
前回に引き続き，7年に亘って， 学習内容についての履習状況を調査して来たが，学生の気
質も少しづっ変化している事と相まって，履習内容にも変化がみられる様である。以下にまと
めてみると，基本調査では，①本学進学の学生の公私立別出身校では，本州各地からの進学者
も居るが，総数として道内出身者が多く，その割合は，道内の総高校数の公私立の割合とほぼ
同じであった。しかし，以前に比し，両コースに公立出身者が減って，体育コースでは約 5%, 
養護教諭コースでは，8%前後の減となり，その分，私立出身者が多くなって来た。
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②進学意志決定時期も， 3年次に多かったが，前回に比し， 2年次 ・1年次に決定した者の率
が高く なって来た。これは，多分に，高校入学と共に行なわれる進路相談，伴わせて， 大学，
短大のランク一覧表により，進学出来る大学は，本人の成績によって早くから決められてしま
う事等で，本学に入学したと思われる者も多くある様に感じられる。従って，“思っていた教
科内容と違う為，学習意欲が減退した”とか，実習時に強い指導を受けた事に対して逃避的行
動を示し，大学へのイメージダウン等々の理由で脱落する者がみられるのも，これらによる影
響が少なからずあるかに思われる。③運動クラブの体験については，前回迄は，体育コースの
90%強 （残りの10%弱も選手経験はないが，得意種目を持ち，運動が好きであった者であった
が）の選手経験者が居たが，今回では，元年度， 2年度と年々減少し，遂に70%台になってし
まった，体育専門コースであって，運動の出来ない学生が多くなって来ている。この事は，入
学後のクラブ加入率をみても，年々加入者が少なくなって来ている事からも読みとれる。従っ
て，クラブを支えているのは，他学科の学生で，今後の体育指導上考えねばならぬ大きな問題
とも云える。合わせて，他学科の学生にも，もっと気軽に出来る，運動の場を与える事を考え
なければならないと思うものである。 ④運動部選手として経験した種目では，前回より5種目
減っている。しかし，大学進学後もクラブ活動を継続したいと思うものは，4月時行った別の
調査では，60%程度あった事からみると，若干でも多い結果であったのかとも思われる。
⑤運動部に関係なく，得意種目の有無については，設問の仕方に問題があり， 意味不明な面も
あって，反省を致しているが，傾向を知る程度で見てもらうと，前回と同じ傾向であった。や
はり，集団的種目としての，バレーボール，バスケットボールに多く，個人的種目と しては，
スキー，陸上，水泳がベ、スト 5であった。特に，陸上種目では，長距離走（ジョッキングの様
に，比較的長い距離を走る事等を含めて）と答えた者が多く，次いで，短距離，巾とびで，投
てき種目は少なかった。＠喫煙に関しては，前回とほぼ同様であったが，実際には，もっと多
い事が伺える。更に喫煙時期も少しづっ若年層に移り，しかも， 学校行事の後に，そのチャン
スがあるとの事から，指導のあり方，家庭における援も含めた教育について考えてみたいと思
う。文，習慣化している者も年々増え，その本数 （1日の喫煙量）も増えて来ている。女性の
煙草による害が叫ばれている今，本人の自覚と，これらに対する指導のあり方も考えねばなら
ない。⑦飲酒に関しでも煙草同様増加の傾向がみられる。習慣化した1週当りの飲酒量も多く
なりつつある事も知られる。アルコール依存症の増加傾向を聞くが，すべてを制約する指導と
いうより，年齢相応の，楽しく，正しく飲酒する事の指導の方が必要となってくるのではなか
ろうか，＠アルバイトについては，本学は，各科共実技実習等が多く，日常的にアルバイトを
する事は困難であるが，種々の事情で継続している様で， その数も増加している。この一つに
は，体育系のクラブ活動を敬遠してクラブ加入をしない， 更に，容易なパート的働らき口が多
くなって来ている事もあげられる。⑨履習状況では，全体的傾向と しては，前回とほぼ同じ傾
向であるが，履習項目によっては極端な差もあり，ほとんど学習していない単元項目があった。
又，公立私立の差も大きく，全体的には公立の方が履習状況がよかった。 私立では，公立の半
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分，又は，全く履習をしていないところもあり驚いている処でもある。よく耳にする話に，「保
健体育は常識なので，特に勉強する必要はない」という事を聞く。この常識は，家庭でも，学
校でも，社会でも通用する，高い教養としての常識である事を望む訳だが，必ずしもその様で
もなさそうだ。この点については，次回発表予定で目下研究途上となっている。特に体育編で，
「運動の生理jに関しては，“運動神経と呼吸”， “循環器の働らき”に， 80%の高い率を示し
ながら，“筋力”，“筋持久力”，“筋収縮とエネルギー”等には30%と， すの学生は，運動の仕
組みに関する理解に乏しく，従って，他の関連専門科目の 「生理学J，「運動生理学」等に少な
からず影響を与える結果にもなりかねない。更に，体育実技との係りでは，“考え実行する”
体育に乏しく，授業中でも， 「言われるから行うj式の受動的体育で，能動面の欠知が出てく
る訳で，強いては， レクリエーションとしての活動への転化も出来なく，レベルの低い技術で
の対応が面白くない体育へと連ながってしまう事を恐れるものである。「運動の心理jに関し
ては，わずかに“運動意欲に関して”すの学生が学んだのみで，他はほとんど履習されていな
かった。
スポーツを通しての人間形成が云われている中で，大切な内容と思われるだけに，一考を要
したい。「運動の処方，練習」に関しては，前回同様非常に低履習であった。“運動障害”との
係り，自己の持つ能力を知らせる事の大切さ，特に，他の調査で一部報告済み （昭和62年度全
国大学体育連合北海道支部研究部報告，…東）であるが，体力テス ト，運動能力テス ト等の自
己評価について，知らない学生が非常に多かった事から，これらのテストによる，自分での“運
動処方”“トレー ニング法”“練習の効果”等々についての指導が， 実技時にも合わせて行なわ
れていれば解決出来るものと考えられるが， 学生には，関連して考える力に欠けている様にも
見受けられ，この面からの指導の方法も一考を要する次第である。「現代社会と運動」に関し
ては，何れの項目も履習されていないとみてよい。特に，青年期に，“鉄は熱いうちに打て”
といわれる様に，人生の大切な時期に，「体育の重要性」，「スポーツに対する考え方」等々，
現代社会の特徴をふまえつつ，しっかりした考え方を持たせる事が重要かと考える。 この事が，
スポーツが一部の人によって行なわれていると批判されている現状を，大きく変えていく力に
もなるのではなかろうかと考える。
保健編では，「心身の機能」については前回同様高い履習率を示していたが，欲求，葛藤，等
についても同様の高率を示しながら，“適応機制”については履習率が下り，更に低いのが，“心
身相関”についてであった。欲求不満の多い青年期に，多くの，中学高校でも，「かけ込み寺」
的になった保健室に来る生徒が多く，養護教諭は目を回す忙そがしさと聞く，（平成2年度全
道養護教諭研究大会，札幌，8月30,31日，及び，平成2年9月6日付， 北海道新聞），少く
とも，これらに対する知的理解と，体育実技の指導方法，クラブ活動等々の一連の指導体制を
整える事によって，解決出来る対応策が考えられるものではなかろうか。「健康と環境」に関
しては，学校種別によって，差のある項目もあり， 高校の教科担当者の専門分野との係り，又，
時数不足等によるものか不明ながら，健康観の変遷が，文明の進歩と大きく係りあいながら現
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在に至り，特に，環境破壊による生態系の変化と，健康との係りを強く指導し，その意識の高
揚にもっとめなければならないと強く感ずるものである。「集団の健康」に関しては，保健編
の最終として，社会集団の最少単位の家庭から地域社会へ，国家国民へ，そして，国際協力へ
と展開されているが，履習状況と率からみると， JI頂序が違って指導されている感が致すもので
ある。更に， 「老人保健」については，これから，高齢化社会の中に生きなければならない学
生が，知っていなければならない事項でもあり，決して疎かに扱ってはならない事項といえよ
う。 「疾病予防」 「環境衛生」については，予防医療が叫ばれる中，一人医師の問題としてより
も，正しい知識のもとに行動をおこさせる指導の必要を感ずる。特に「食品衛生jについては，
今迄の保健体育指導に欠けていたのは，食品栄養の問題と言われているが，調査結果からの実
情では，年々履習率が低下し，これらも，大きな問題と考えてもよい。 最終の 「保健に関する
国際協力」についても，30%程度の履習であり，国際化が進む程，これらに係る内容把握が大
事になってくるものと考える。
以上，前回の 3ヶ年に引き続き，履習状況の調査を進めて来たが，これをふまえて，資料作
成，話題内容の選択等，教職免許状取得の学生に，少しでも役立つ専門の保健体育知識を得さ
せるべく努力を致して来た。2単位， 15回の講義の中で，内容を揃えるのは容易な事ではなかっ
たが，相手を知って話す事が出来，調査した事が無駄でなかったと自負している次第である。
今後も引続き調査しながら，やがて改正される指導要領で，どの様な変化が生じ，それらに
対応する，自分の専門知識をどう変化させたらよいものか，更に変化する学生気質に，何が不
足なのかを見極めつつ，効果の上る指導法（教授法）を追求してみたいと考えている。前回で
も述べたが，高校教育を中傷するものでない事を述べ，諸先輩の叱陀，ご指導をお願い申し上
げる次第である。
参考文献
1 ）岸野雄三，松田岩男他：文部省検定済教科書「高等保健体育」，大修館書店，1990, P. 1 -4 
2）北海道女子短期大学研究紀要，第22号， 1987，「効果的な教授法を求めて」（1)
保健体育教科 目履習状況調べ ｛・ド1,li:川 ・Ii八 ）
北海道女子短期大学 保健体育科
お ねがい 教科の内容検討の為に行うものですので、出来る限り正確にご記入下さい。
問
I 基本調査 右のにコ内に問の（ ）内町番号又は言葉を記入して下さい＠
I. あなたの出身高校（(j)公立、②弘立．①その也）
2. 受験的時期（①推、②I）閉.@ D期｝
3. A）本学での進学相談合に出席（①した、 ①しない）
B）各地で行った進学相談会に出席［①した、＠しない）
I 基本調査
1亡コ
2ヒコ
3回三コ
匝二コ
記 入 欄
88 東：効果的な教授法を求めて〔H〕
4. A) （体、葺）コス受験の意d開定をした時期は B) （①中学、備し偶2.1 4囚工二 三ヨ E コ
＠高3) C）その他（ c 
5. 高校時代に運動部選手としての経験が（①ない、①ある）
6. 運動部に関係なく、あなたの得意な運動種目は（①ない、②ある〕
5仁二コ｜ある｜種目名（ ）｜ 
6 c:ゴ｜ある｜ 一一一一「
1. 「たばこ」を喫った経験（①ない、②あるニいつ頃 頃、 ①現在も唖って 7亡コIMI 頃｜
いる） 1，日 本位 1
8. 「お酒」を飲んだ経験が（①ない、②ある二いつ頃 頃、 ＠現在も歓んで 8仁三］｜ある！ 頃 ｜
いる）
9. アルパイトをしていますか。（①していない、＠している＝職種）
1，週間に 日位｜
fコl醐
Il 履習状況調べ
あなたの高校時代じ保健体育の授業として習ったと思われるものにC印をつけて下さい。（右側の番号をはっきりとOで囲んで下さい）
I）筋力と瞬尭力について
2）筋持久力について
3）運動と神経のはたらさについて
4）運動の習熟について
5）運動と呼吸、循環器のはたらきについて
6）筋収縮とエネルギーについて
7)運動と疲骨・栄聾について
8）運動と意欲について
9）運動銭能の上達過程について
10）競走の場における心理的要因について IO 
1）力学からみた運動について II 
12）運動と力、重力について 12 
13）運動と速度について 13 
14）運動と回転について 14 
15）運動処方と体力トレ ニングについて 15 
16）運働処方の手順について 16 
11）トレーニングの基本原則について 11 
18）全身持久力のトレーニングについて I 8 
19）筋力瞬尭力・筋持久力のトレーニングについて I 9 
20）調整力のトレー二ングについて 20 
21）運動と練習について 21 
22）各種の運動的特性と蹄習について 22 
2'）運動の練習法・全習法と骨習法等について 23 
24）運動控能の樺習と補強運動について 24 
25）集中揮官と骨散融胃について 25 
26）ウォーミ ングアップとクーリノグダウンについて 26 
21）体育スポ｝ツからみた現代生活の特融について 21 
28）現代生活における体力の重要性について 28 
29）スポーソに対する考え方について 29 
30）我が園町体育 スポーツの現状について 30 
31)体育 スポーツ振興の基本的施粛について 3 I 
32）身体の構造と機能について 32 
33）呼吸器系のはたらきについて 33 
34）循環器系のはたらさについて 34 
35）生殖器系のはたらさについて 35 
36）神経系と内分泌系のはたらさについて 36 
31）体温調節にみる各器官の統合について 37 
38）大脳のなりたちについて 38 
39）大脳辺縁系のはたらきについて
40）大脳新皮質のはたらきについて
41）世求とその種類について
42）世求の充足について
43）世求不満と葛藤耐忍性等について
44）適応機制のいろいろについて
45）適応障害のいろいろについて
46）適応障害の防止と精神の働康について
41）心身相関のしくみについて
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48）青年期的精神と身体について 48 
49〕文明の進歩と健康問題について 49 
SJ）人間活動と自然環境の汚染について 50 
51）公害と健康問題の尭生について 51 
52）大気汚染、水質汚濁、土壇汚染と健康被害等について 52 
53）公害防止の取り組みについて 53 
54）自然と人間の楳りについて 54 
55）生態系的磁壊と健康について 55 
56）職聾病と労働担害及び虫害の動向について 56 
51）職場町安全街生管理且びその型際について 51 
58）余暇と健康増進について 58 
59) ＇）ハピリテ シヨンとその実際について 59 
60）職業病労骨担害と補償等について 60 
61）家庭生活と健康問題について <ii 
62）結婚と健康について 62 
63）家版l汁両及びその意義について 63 
64）受胎調節 人工妊帳中絶の問題点について 6 ・I
65）母子保瞳 その意味と実際について 65 
66〕老人撮慢について 66 
67）老人の健リ康保持と惇健対粛について 67 
68）国民の健康水準と健康指標について 68 
69）死亡率、乳児死亡率、平均余命等について 69 
70）疾病の実態とその推移について 70 
11）院病予防活動について 11 
12）環境衛生活動について 12 
73）栄聾改善活動について 73 
74）食品南生について 7・1 
75）田健、医療の制度について 75 
16）保健に関する同際協｝Jについて 76 
